
１２月１２月１２月１２月
４月４月４月４月１０月１０月１０月１０月５月５月５月５月４月４月４月４月　１９６３年（昭和３８年）４月４月４月４月１０月１０月１０月１０月

　１９５４年（昭和２９年）
　１９５６年（昭和３１年）
　１９５７年（昭和３２年）

　６か町村（小野町、河合村、来住村、市場村、大部村、下東条村）の合併により、　小野市が発足　同時に『小野市連合消防団』（１,３７５名）を組織　加東郡社町のうち、久保木及び古川部落を編入し、市街地の３分団を統合し、　特設分団（分団員５０名）を発足　消防ポンプ自動車（Ａ２級）を配備　消防ポンプ自動車（Ａ２級）を配備　１９６０年（昭和３５年）　『小野市連合消防団』の名称を『小野市消防団』に改める｡　榊分団を新設　水槽付消防自動車を配備
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　１９６５年（昭和４０年）４月４月４月４月１２月１２月１２月１２月 　小野市消防本部が受託する。１２月１２月１２月１２月４月４月４月４月　　　　５月５月５月５月　２月２月２月２月　４月　４月　４月　４月１１月１１月１１月１１月　１９７１年（昭和４６年）　４月４月４月４月　６月６月６月６月
　１９７０年（昭和４５年）

   消防庁舎新築   化学消防自動車（Ⅰ型）を配備
   日本消防協会から優良消防団として、表彰旗を受ける。   東分団特設部詰所及び車庫を新築   消防団の機構を改正し、副団長１３名を３名に、５６分団を６分団５６部に編成

　三木市加佐字草加野及び三木市細川町脇川（通称草加野）の両地区の消防行政を、　大開分団を新設し、団員１，４１４名となる。　消防本部及び消防署を設置
　１９６６年（昭和４１年）　救急自動車（Ａ級）を配備し、救急業務を開始

 　東部特設分団（小田）を新設し、それに伴い消防ポンプ自動車（Ａ２級）を配備　 消防ポンプ自動車（ＢＤ－１型）を受納　１９６８年（昭和４３年）　 消防団員の定員を1,144名とする。

 54



　１月１月１月１月　４月４月４月４月１１月１１月１１月１１月１０月１０月１０月１０月　１９７４年（昭和４９年）　１月１月１月１月　３月３月３月３月　１９７５年（昭和５０年）　３月３月３月３月　１９７７年（昭和５２年）　２月２月２月２月１１月１１月１１月１１月　１９７９年（昭和５４年）

　１９７２年（昭和４７年）

　車庫の寄贈を受ける。

   また、南分団来住部、同下来住部を新たに南分団特設部として設置、これにより
  兵庫県危険物安全協会小野支部を改組し、新たに小野市防火協会を設立　１９７３年（昭和４８年）　特設分団を中分団特設部（２部）に改める。　消防団機構は、５分団５６部となり、消防団員定員を１，０６０名とする。
   救急自動車（Ｂ３型）を配備（更新）
  水槽付消防ポンプ自動車（Ａ２級）を配備（更新）

　特設分団を中分団特設部（２部）に改める。

 　消防団機構は、５分団５４部となる。   東分団特設部、小田上部、小田下部をもって新たに東分団特設部を設置
  消防ポンプ自動車（Ａ２級）を配備
  救急自動車（ＲＨ４２ＶＢ型）の寄贈を受ける｡

   西分団特設部に消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型）を配備
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　１９７９年（昭和５４年）　１月１月１月１月　２月２月２月２月１１月１１月１１月１１月　１９８０年（昭和５５年）　３月３月３月３月　３月３月３月３月１２月１２月１２月１２月　１９８２年（昭和５７年）　３月３月３月３月１０月１０月１０月１０月１２月１２月１２月１２月　１９８３年（昭和５８年）１２月１２月１２月１２月　１９８４年（昭和５９年）３月３月３月３月４月４月４月４月   消防団員の定員を１，０４４名とする  ２０ｍ級屈折はしご付消防ポンプ自動車（Ａ１級）を配備  東分団特設部詰所増改築　西分団特設部詰所及び車庫新築

  消防本部にＣ級救急指令装置を設置
　指令車を配備  １９８１年（昭和５６年）
  消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ級）を受納  普通貨物自動車を配備  サイレン吹鳴制御装置（本部に親局、市内９か所に子局）を新設

　東分団に消防ポンプ自動車（Ａ２級）を配備　消防署の車庫を増築（市役所第４庁舎）  救急車（ＲＨ４５ＶＢ型）の寄贈を受ける｡  中分団に消防ポンプ自動車（Ａ２級）を配備（更新）

４月４月４月４月   消防団員の定員を１，０４４名とする
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　１９８５年（昭和６０年）　２月２月２月２月　１９８６年（昭和６１年）　４月　４月　４月　４月　５月５月５月５月１０月１０月１０月１０月　１９８７年（昭和６２年）６月６月６月６月１０月１０月１０月１０月　１９８８年（昭和６３年）　１月１月１月１月　２月２月２月２月　３月３月３月３月　４月４月４月４月８月８月８月８月１１月１１月１１月１１月　１９８９年（平成元年）　１月１月１月１月　８月８月８月８月
  南分団に消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を配備（更新）
  広報車の寄贈を受ける｡  救急車の寄贈を受ける｡  気象観測装置整備
  指令車を配備（更新）  小型動力ポンプ積載車を配備  西分団に消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型）を配備（更新）

  化学消防自動車（Ⅱ型）を配備（更新）

  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を配備（更新）  消防訓を制定

  消防本部に水防倉庫設置  殺菌灯付ロッカー（救急用）の寄贈を受ける｡  県内共通波基地局無線設備整備

  水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ－Ａ型）を配備（更新）  普通貨物自動車を配備（更新）
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　８月８月８月８月１１月１１月１１月１１月１２月１２月１２月１２月　１９９０年（平成２年）　３月３月３月３月　１９９１年（平成３年）　３月３月３月３月　１９９２年（平成４年）　２月２月２月２月　３月３月３月３月　１９９３年（平成５年）　１月１月１月１月　３月３月３月３月　８月８月８月８月１１月１１月１１月１１月   中分団に消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を配備（更新）  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）の寄贈を受ける。  消防庁舎改修工事完成  河合水防倉庫新築　増築、化学消火薬剤１０ｋｌを備蓄  南分署に小型動力ポンプ付水槽車兼薬液搬送車を配備、薬液タンク庫（１７.５㎡）を

  消防緊急情報システム（Ⅰ型）を配置  中分団に消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を配備（更新）  救急車（２Ｂ型）の寄贈を受ける。  普通貨物自動車を配備（更新）
  消防無線用パンザーマスト２５ｍを新設  全国共通波（第１波）基地局設備整備
  救急自動車（２Ｂ型）の寄贈を受ける。  署所端末装置及び消防無線（救急波）整備事業完了  南分署庁舎新築（延６７８.８５㎡）
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　３月３月３月３月　２月２月２月２月　３月３月３月３月１２月１２月１２月１２月１２月１２月１２月１２月　　　　　３月３月３月３月　６月６月６月６月　７月７月７月７月　１月１月１月１月　３月３月３月３月１０月１０月１０月１０月　　　　１２月１２月１２月１２月   化学消防自動車（Ⅱ型）を配備（更新）  コミュニティー消防センター（中分団特設部詰所併設）新築
  指令車を配備（更新）  査察車を配備  耐震性貯水槽飲料水兼用（１００㎥型）を整備
  指揮広報車を配備  小型動力ポンプ積載車を配備（更新）　１９９８年（平成１０年）  全国共通波（第１、２波）基地局消防無線設備整備

　１９９４年（平成６年）　１９９５年（平成７年）
　１９９６年（平成８年）
　１９９７年（平成９年）

  準高規格救急車を配備
  市町村波基地局消防無線設備を整備（更新）  消防緊急通信指令施設（地図等検索装置）整備事業完了  救助工作車（Ⅱ型）を配備  東分団に消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を配備（更新）
  高規格救急自動車を配備､運用開始（準高規格救急自動車の更新）  県内共通波基地局消防無線設備を整備（更新）
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１２月１２月１２月１２月　　　　　２月２月２月２月　４月４月４月４月１２月１２月１２月１２月　２００１年（平成１３年）２月２月２月２月４月４月４月４月９月９月９月９月８月８月８月８月９月９月９月９月４月４月４月４月１２月１２月１２月１２月２月２月２月２月
  久保木部を北分団から東分団に編成替えする。　２００４年（平成１６年）

　２００５年（平成１７年）　南分署・水槽付消防ポンプ自動車を配備(更新)　消防資機材搬送車を配備（更新）
  高規格救急自動車を配備（準高規格救急自動車を更新）  消防団女性分団が発足
  西分団に消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）が配備（更新）

　１９９９年（平成１１年）

　総合気象観測装置整備（更新）　消防職・団員召集システム整備　２００２年（平成１４年）  屈折はしご自動車（２０ｍ級）を配備（更新）
　２０００年（平成１２年）

  南分団特設部詰所及び車庫改装
  消防団員の定員を８７４名とする。  高規格救急自動車を配備（準高規格救急自動車の更新）
  コミュニティー消防センター（中分団特設部詰所併設）新築

２月２月２月２月３月３月３月３月   下東条地域防災拠点施設（東分団特設部詰所）建設　南分署・水槽付消防ポンプ自動車を配備(更新)
 57



９月９月９月９月   南分団特設部に消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）が配備（更新）　３月３月３月３月   中分団特設部に消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を配備（更新）　３月３月３月３月   高規格救急自動車を配備（更新）１０月１０月１０月１０月 　小野ライオンズクラブから消防広報車の寄贈を受ける。２月２月２月２月 　消防署・水槽付消防ポンプ自動車を配備(更新)２月２月２月２月 　高規格救急自動車を配備（更新）３月３月３月３月３月３月３月３月４月４月４月４月５月５月５月５月 査察車を配備（更新）１０月１０月１０月１０月 消防ポンプ自動車を更新し小型動力ポンプ付積載車（B2ポンプ）を配備３月３月３月３月 　高規格救急自動車を配備（更新）４月４月４月４月   消防救急デジタル無線　電波伝搬調査

　２００５年（平成１７年）　２００６年（平成１８年）
　２０１０年（平成２２年）　消防庁舎耐震化　消防団員の定員を７００名とする。　通信指令システム更新（位置情報システム導入）
　２００８年（平成２０年）　２００７年（平成１９年）

２０１１年（平成２３年）２０１２年（平成２４年）
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４月４月４月４月   消防救急デジタル無線　電波伝搬調査１１月１１月１１月１１月   中分団特設部に消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を配備（更新）１月１月１月１月 　消防救急デジタル無線　基本・実施設計３月３月３月３月 　小野市防災センター起工７月７月７月７月 　軽四資機材積載車を配備（更新）１１月１１月１１月１１月   東分団特設部に消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を配備（更新）４月４月４月４月 　臨時北部救急拠点開設４月４月４月４月 　小野市防災センター開設
２０１３年（平成２５年）
２０１４年（平成２６年）
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（平成２６年４月１日現在）

締結年月日 内　　　容

昭和52年2月1日

陸上自衛隊青野原駐とん地と小野・加東・加西各消防署・団

との申し合わせ

平成25年4月1日 山陽自動車道消防相互応援に関する協定

平成20年3月5日 加古川市と消防相互応援に関する協定

平成23年3月14日 三木市と消防相互応援に関する協定

平成23年5月13日 北はりま消防組合と消防相互応援に関する協定

平成25年10月23日 兵庫県広域消防相互応援に関する協定

消防応援協定消防応援協定消防応援協定消防応援協定のののの締結状況締結状況締結状況締結状況
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≪林野火災防火標語≫

≪危険物安全週間推進標語≫

　守りたい　森の輝き　防火の心

≪全国統一防火標語≫

≪小野市統一防火標語≫

　もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ

　火の始末　家族みんなで　にらめっこ

≪危険物安全週間推進標語≫

　危険物　読みはまっすぐ　ゼロ災害



　　　　　　　発行年月日　平成２６年７月

　　　　　　平成２５年版　消防年報　　　　　　平成２５年版　消防年報　　　　　　平成２５年版　消防年報　　　　　　平成２５年版　消防年報

　　　　　　　編 集 発 行　小野市消防本部

　　　　　　　　　　　　　 　　兵庫県小野市王子町８０９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　電 　話 　　（０７９４）　６３－０１１９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｆ Ａ Ｘ　 　（０７９４）　６３－７１９９ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Eメール : syobo@city.ono.hyogo.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小野市ホームページ : http://www.city.ono.hyogo.jp


